
第 34 回 渋谷駅周辺地域の整備に関する調整協議会 

 

平成２３年１０月２１日（金） 

午前１０時００分～１１時３０分 

渋谷区役所駐車場地下Ａ会議室 

 

議 事 次 第 

 

１ 開  会 

 

２ 議  事 

 

（１）第３回渋谷駅中心地区まちづくり調整会議（10/11）の報告 （資料１） 

・渋谷駅中心地区基盤整備方針（案）について （資料２） 

・南側まちづくり・南口改札について 

・全体スケジュール 

 

（２）デザイン会議の報告 （資料３） 

 

（３）その他 （資料４） 

 

 

３ 閉  会 



H23.10.21 第 34 回渋谷駅周辺地域の整備に関する調整協議会 

 

第３回渋谷駅中心地区まちづくり調整会議の概要 

 
日時：平成 23 年 10 月 11 日(火) 10：00～12：00 

 

 

以下の議題について議論した。 

 
 
①スケジュールについて 

 各開発街区（道玄坂一丁目駅前地区、渋谷駅桜丘口地区、渋谷駅南街区、渋谷駅街区）に

おける都市計画スケジュール等を確認した。 

 第 1 回渋谷駅中心地区まちづくり調整会議（H23.5.12）における渋谷区からの提案（以

下の 3 点）の対応状況について、進捗状況を確認した。 

1）西口広場計画 

2）JR 南口の再設置 

3）国道 246 号の低いレベルでの横断 

 都市開発諸制度等の都市計画手続きにおいて、各街区共に早期提案を目指すことを確認し

た。 

 

②渋谷駅中心地区基盤整備方針（案）について 

 10 月に渋谷区の HP で公表し、今後、改訂版を公表する方向で進めることを確認した。 

 

③南改札・南側まちづくりについて 

 JR 南口改札設置の協議状況について確認した。 

 

④西口都市計画について 

 西口に関連する都市計画事項（道玄坂一丁目駅前地区の立体都市計画、区画街路 2 号の都

市計画、駐車場）について確認した。 

 

⑤分科会の設置について 

 渋谷駅中心地区まちづくり調整部会の下に、「基盤調整分科会」、「（仮）公共施設調整分科

会」、「（仮）エリアマネジメント分科会」を設置することが承認された。 

 

⑥その他 

 「渋谷駅中心地区デザイン会議」の実施状況について報告した。 

 

以上 

資料１ 



渋谷駅中心地区基盤整備方針（案）

渋 谷 区

平成２３年１０月



はじめに
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『渋谷駅中心地区基盤整備方針』の構成

１．基盤整備方針の検討経緯・課題

２．基盤整備の目的・位置づけ

３．整備内容

整備概要

整備イメージ

４．事業の進め方

経緯と今後のスケジュール

事業スケジュール（イメージ）

参考

調整会議等の委員構成

まちづくりの方向性を示す『渋谷駅中心地区基盤整備方針』は、住民、企業及

び行政が協働して作成した「渋谷駅中心地区まちづくり指針2010」（平成23

年３月）に基づき、災害に強く、めぐり歩いて楽しい、多様な可能性を持った、

国際的な観光文化都市『渋谷』を実現する道標となるものです。

『渋谷』は、地震に強い地盤の上に在るとはいえ、首都直下地震に対する緊急

かつ適切な備え、国際的な都市間競争に勝ち抜くための設えなど、時間的に猶

予のない重要な課題を解決し、“渋谷らしい”生活文化の発信を強化し、多様な

人々が憬れて訪れ、住みたくなるまちづくりを推進していきます。

渋谷川・宇田川により形成された特徴のある谷地形を活かし、坂道と路面店に

より発展してきた『渋谷』、歴史観を育みつつ、多様性を受け入れてきた“ 渋

谷らしさ”を尊重したまちづくりにより、『渋谷駅中心地区』は、生活文化を世

界に発信する拠点『渋谷』のリーディングコアになります。

世界一のまちを目指して、生まれ変わる『渋谷駅中心地区』では、便利で分か

りやすく耐震性の高い交通機関、人々が安心できる防災機能を備えた駅施設を

はじめ、魅力的な歩行者ネットワーク、緑と水のネットワーク及び環境と共生

する低炭素型のまちなどを一定期間の中で創りあげ、多様な生活文化に出逢い、

世界に発信するまち、国際的な観光文化都市『渋谷』を支えます。

平成２３年１０月



１ 基盤整備方針の検討経緯・課題

渋谷駅中心地区を支える基盤の特徴と課題

渋谷駅は、６駅８線の鉄道路線が結節するとともに、都内最大級のバスターミナルを持つ全国

有数の公共交通ターミナルである。

平成２４年度には東急東横線が地下化され、平成２０年６月に開業した東京メトロ副都心線と

相互直通化が図られることから、交通の利便性は一層充実される。

しかし、駅施設については大正時代から増改築が繰り返され、複雑でわかりにくい構造となっ

ており、耐震性の向上、バリアフリー化、乗換利便性の改善等が必要となっている。

渋谷駅中心地区においては、安全で快適な歩行者空間の確保、交通結節機能の強化、自動車交

通の混雑や錯綜の改善、渋谷川のあり方など、多くの都市基盤に係る課題を抱えている。

- ３ -

基盤整備方針の検討経緯 位置図

- ４ -

平成１９年９月、渋谷区基本構想等の渋谷区上位計画や都市再生緊急整備地域・地域整備方

針等に基づき、渋谷駅街区の周辺エリアを含む『渋谷駅中心地区』について「渋谷駅中心地

区まちづくりガイドライン２００７」が策定された。

平成20年６月、渋谷駅街区の都市基盤について「渋谷駅街区基盤整備方針」が策定された。

平成２１年６月、渋谷駅街区における道路、交通広場、銀座線、土地区画整理事業などが都

市計画決定され、平成２２年１０月には土地区画整理事業が施行認可された。

平成２３年３月、住民、企業、行政が連携し「渋谷駅中心地区まちづくり指針２０１０」が

策定された。

渋谷駅中心地区のまちづくり・都市基盤については、現在も、学識経験者、国土交通省、東

京都及び渋谷区の行政、事業者等により構成される「渋谷駅中心地区まちづくり調整会議

（以下「調整会議」という。）」において、継続的に検討が進められている。検討事項は、

多岐に渡るため、都市基盤については、「調整会議」の下部組織として「渋谷駅中心地区ま

ちづくり調整部会」、デザインについては「渋谷駅中心地区デザイン会議」が設置されてい

る。

「渋谷駅中心地区基盤整備方針」は、調整会議の討議に基づき、災害に強く、めぐり歩いて

楽しい、国際的な観光文化都市『渋谷』を実現する道標としてとりまとめたものである。

今後、地元との調整や関係機関との協議を重ね、都市計画決定や事業化に向けた検討、調整

をさらに進めていく必要がある。

※調整会議等の構成員は、巻末参照

東京メトロ副都心線
平成20年6月14日開業

東急東横線
東京メトロ副都心線との相互直通運転

（平成２４年度予定）

都市再生緊急整備地域
（約139ha）

平成17年12月28日指定

渋谷駅中心地区

凡例

都市再生緊急整備地域
駅周辺地区
駅中心地区
地区計画策定区域
（検討対象地域を含む）
開発予定街区



- ５ - - ６ -

渋谷の地形 渋谷における都市再生の意義、位置づけ

※渋谷駅中心地区まちづくり指針２０１０ 「まちづくり指針策定にあたっての考え方」 より

１ 基盤整備方針の検討経緯・課題

国際空港

※渋谷駅中心地区まちづくりガイドライン２００７（渋谷区）を基に作成



２ 基盤整備の目的・位置づけ

- ７- - ８ -

渋谷駅中心地区基盤整備方針の検討の流れ 渋谷のまちづくりの将来像（まちづくり指針2010）

駅中心地区の将来像を実現する７つの戦略

戦略１ “渋谷を発信する”
～“生活文化”の創造・発信拠点の形成～

戦略２ “谷を冷やす”
～緑・水を生かした谷空間の環境づくり～

戦略３ “都市回廊を創出する”
～元気な若者に限らず、だれもがめぐり歩いて楽しいまちの実現～

戦略４ “人間中心のまちをつくる”
～交通結節機能の再編・強化等による快適な歩行環境の形成～

戦略５ “安全安心なまちをつくる”
～街区再編や拠点開発による、災害に強く犯罪の少ない安全安心なまちの実現～

戦略６ “渋谷らしさを強化する”
～広場・坂・路面店を活かした“渋谷らしさ”をもった景観形成～

戦略７ “みんなで育てるまちづくり”
～協働型まちづくりによる渋谷の将来像の具現化～

発信する情報の主たる分野を「生活文化」と定め、まち全体で取り組む

◇渋谷の優位性である、多様な人々が生活を営む鉄道沿線の後背地や、原宿、代官山など個性的な周辺
地域の交流が生み出す「生活文化」の発信機能を強化する。

◇「生活文化」とは、ライフスタイルに密着した、多様で活動的、ファッション等の先端的な文化の拠点として、
様々な人々が憧れるような「衣食住」を感じ、学び、創り、遊び、発信する場の集積をイメージしている。
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渋谷区基本構想 渋谷区都市計画マスタープラン

渋谷駅周辺整備ガイドプラン２１ 東京の都市づくりビジョン

都市再生緊急整備地域の地域整備方針

渋谷駅街区基盤整備方針

(H20.6)

渋谷駅街区基盤整備方針

(H20.6)

都市施設（交通広場等）

H21.6 都市計画決定

土地区画整理事業

H21.6 都市計画決定

H22.10 施行認可

渋谷駅中心地区まちづくり指針２０１０(H2３.３)渋谷駅中心地区まちづくり指針２０１０(H2３.３)

渋谷駅中心地区
基盤整備方針

渋谷駅中心地区
基盤整備方針

《渋谷のまちづくりに関するビジョン》

渋谷駅中心地区まちづくりガイドライン２００７(H19.9)渋谷駅中心地区まちづくりガイドライン２００７(H19.9)

渋
谷
駅
周
辺
地
域
の
整
備
に
関
す
る
調
整
協
議
会

渋
谷
駅
街
区

基
盤
整
備
検
討
委
員
会

衣

食 住

感じ､学び､創り､遊び､発信する

生活文化の発信

交流から生まれる活動的、先端的
な文化のインキュベーション
多様性に満ちた活力ある外部空間
の創造

交流から生まれる活動的、先端的
な文化のインキュベーション
多様性に満ちた活力ある外部空間
の創造

【生活文化のイメージ】

※渋谷駅中心地区まちづくり指針２０１０（渋谷区）作成段階のスケッチを基に作成
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まちの将来イメージ②／歩行者ネットワーク及び広場配置

２ 基盤整備の目的・位置づけ

※渋谷駅中心地区まちづくり指針２０１０ 戦略３ “都市回廊を創出する” より

- ９ - - １０ -

地上部を主に駅と周辺市街地を結ぶ開かれた歩行者ネットワークの強化・連携を図る。

人の動線の結節点に多彩な憩い・たまれる広場空間を整備する。

まちの将来イメージ①／まちの拡がり

-

※渋谷駅中心地区まちづくり指針２０１０ 「まちづくり指針策定にあたっての考え方」 より

交通結節機能の再編・強化等により快適な歩行空間を形成する。

まちへ人を送り出し、回遊させ、受け入れる駅・基盤・開発の一体整備を行う。

将来

現況



２ 基盤整備の目的・位置づけ

まちの将来イメージ③／多層歩行者ネットワークの形成 まちの将来イメージ④／防災機能の強化

まちの将来イメージ⑤／スカイラインの形成

※渋谷駅中心地区まちづくり指針２０１０ 戦略5 “安全安心なまちをつくる” より

※渋谷駅中心地区まちづくり指針２０１０ 戦略６ “渋谷らしさを強化する” より

-１１ - - １２ -

※渋谷駅中心地区まちづくり指針２０１０ 戦略３ “都市回廊を創出する” より

多層階に分散する駅利用者等を、アーバン・コアを介してスムーズに周辺市街地に送り出す。

デッキや地下動線により、谷地形である渋谷を東西南北方向に立体的につなぎ、だれもが歩き

やすい歩行者ネットワークを形成する。

遠景の主要な眺望点からの見え方に配慮し、駅街区を頂点とした象徴性のあるスカイラインを

形成する。

建物高層部は主要な眺望点からの群としての見え方に配慮し、一体性の取れた設えとする。



鳥瞰図（北側から望む）

鳥瞰図（南側から望む） Ｎ

３ 整備内容

- １３- -１４ -

現 況 将 来（整備イメージ）

Ｎ

銀座線(
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埼京線

道玄
坂

宮益坂

平 面図

井の頭線
(2F)

渋谷
ヒカ
リエ

Ｎ

※写真は、模型を撮影した画像を加工したものであり、実際と異なる部分があります。

Ｑ ＦＲＯＮＴ

渋谷ヒカリエ

渋谷
クロスタワー

渋谷駅南街区

渋谷駅
桜丘口地区

渋谷マークシティー

セルリアンタワー

国道246号

渋谷駅街区

青山方面

文化総合センター大和田 恵比寿方面

原宿方面

六本木方面

池尻方面

パサージュガーデン

道玄坂一丁目
駅前地区

明治通り

Ｑ ＦＲＯＮＴ

渋谷ヒカリエ

渋谷駅南街区

渋谷駅
桜丘口地区

渋谷マークシティー

セルリアンタワー

国道246号

渋谷駅街区
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恵比寿方面

原宿方面

池尻方面

パサージュガーデン

道玄坂一丁目
駅前地区

明治通り

※ＣＧは、開発イメージであり、詳細のボリューム及び開発エリアについては、 実際と異なる部分があります。

Ｑ ＦＲＯＮＴ

渋谷駅街区

渋谷ヒカリエ

道玄坂一丁目
駅前地区

国道246号

明治通り 原宿方面
Ｑ ＦＲＯＮＴ

ハチ公広場

西口広場

東口広場

東急東横店

鳥瞰図（南側から望む） ＮＮＮ

東急プラザ

渋谷
ﾏｰｸ
ｼﾃｨ
-

ＥＷ

Ｓ

Ｎ

渋谷
クロスタワー

青山方面

六本木方面

ＥＷ

Ｓ

Ｎ

渋谷マークシティー

Ｅ

Ｗ

Ｓ

Ｎ

Ｅ

※ＣＧは、開発イメージであり、詳細のボリューム及び開発エリアについては、 実際と異なる部分があります。



３ 整備内容

- １６ -

駅

施

設

■目的

■整備内容

駅施設の耐震性の向上
鉄道路線間の乗換利便性の向上
わかりやすく快適な駅空間の形成

山手線・埼京線ホームの並列化・島式化
東京メトロ銀座線ホームの島式化
東京メトロ副都心線・東急東横線の地下化、相互直通運転化
乗換えコンコースの拡充

■目的

■整備内容

駅
前
広
場
・
道
路

安全で快適な広場空間の形成
交通結節機能の強化
周辺道路の渋滞の緩和や安全性の向上

ハチ公広場の拡充、地上・地下における広場空間の創出
東西のバスターミナルを再配置
タクシー乗降場の地下化・集約化、タクシープールの拡充
国道２４６号の拡幅、補助１８号線の整備など、駅周辺道路を改良

歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■目的

■整備内容

鉄道や幹線道路により分断された歩行者動線の解消
地上部を主に駅と周辺市街地を結ぶ開かれた歩行者ネットワークの強化・連携

東西駅前広場の連続性・一体性を確保する東西通路を拡充
多層な都市の歩行者動線を地上へつなぐアーバン・コアを各街区の開発を活用して整備
鉄道、駅前広場、国道２４６号、各街区の開発等を活用した歩行者デッキ・地下通路の整備
谷地形をフラットにつなぐ東西方向のスカイウェイの整備

■目的

■整備内容

駐
車
場
・
駐
輪
場

駅付近の交差点への交通負荷の軽減による駐車需要の対応
移動制約者、荷捌き用駐車場、自動二輪車・自転車の駐車容量の拡充

駐車場ネットワーク及びネットワークの核となる公共駐車場の整備
大規模開発地区において、開発と併せて各方面に駐車・駐輪施設を整備
東京メトロ副都心線・東急東横線の上部空間（地下）を活用した駐輪施設の整備

■目的

■整備内容

河
川
・
下
水
道

にぎわいと、うるおいのある渋谷川の創出
水害に強く安全・安心なまちづくりの実現

まちづくりと一体となった、にぎわいとうるおいのある都市空間の形成
渋谷川の入口としてシンボル的な場の創造
東口広場の地下に雨水貯留施設を整備
流域対策として、透水性舗装など雨水流出抑制施設を設置

環
境

■目的

■整備内容

緑と水のネットワーク形成によるヒートアイランド対策の強化
都市部における新エネルギーの利用推進

主要な眺望点での緑視率向上、重層的な緑のネットワークによる潤いのある都市空間の形成
下水道熱やバイオマス等のような未利用エネルギーの活用を継続検討・推進

- １５- -

将 来（整備概要）

副
都
心
線
・

東
横
線
（
地
下
５
Ｆ
）

交通広場
バス

交通
広場

バス
・タ
クシ
ー

西口

東口

渋谷
駅街
区

交通広場
バス

ハチ公広場

国道
２４
６号

道玄
坂

宮益坂

渋
谷
川

田園都市線・ 半蔵門線（地下３F）

山
手
線
(2
F
)

埼
京
線
(2
F
)

Ｎ

国道２４６号

銀座
線(3

F)

渋谷
ヒカ
リエ

ハチ公広場の拡充

現
：
埼
京
線

現
：
東
横
線

山手線・埼京線
ホームの並列化

バス・タクシー
乗降場の再配置

渋谷駅桜丘口地区

渋谷駅南街区

道玄坂一丁目
駅前地区

井の
頭線
(2F
)

バス・タクシー
乗降場の再配置

補助１８号の整備

乗換えコンコースの(３Ｆ)拡充

東西自由通路の拡充（１Ｆ）

補
助
１
８
号

明
治
通
り

河川と一体となった水辺空間

国道246
号現

：
東
横
線

八幡橋

並木橋

渋谷川

明
治
通
り

水辺空間の創出

東横線の地下化

・開発街区の再開発等
・開発と併せた道路・歩行者空間
の拡充、交通結節機能の強化

稲
荷
橋

金
王
橋

八
幡
橋

・開発街区の再開発等
・開発と併せた道路・歩行者空間
の拡充、交通結節機能の強化

国道２４６号の拡幅等

＜凡例＞

アーバン・コア

◆アーバン・コアのイメージ
（「渋谷駅中心地区まちづくりガイドライン2007」引用）

①多層な都市基盤やまちを上下につなぎ、地下及びデッキから地上へ人を誘導。

また、横方向への動線を結ぶユニバーサルデザインに配慮した縦軸空間。

②広場等のパブリック空間とも接した立体的なクロスポイント。

③人々が快適に移動でき、憩い・集える空間。

④視認性が高く、まちに対して開かれた駅前のランドマーク。

銀座線ホームの島式化現・銀
座線

■目的

■整備内容防
災

基盤施設整備を踏まえた防災機能の強化
基盤整備と一体的な都市型水害対策

帰宅困難者の一時収容場所、災害時にも使用できる防災施設、情報提供のための設備を整備
通常時、緊急時ともに対応できる基盤施設の管理運営体制の導入
建物や広場などの地下空間への浸水対策設備を整備

国
際
化

■目的

■整備内容

世界に開かれた生活文化・交流・発信機能の強化
国内外からの来街者の多様な活動・交流を支える観光・生活支援・宿泊施設等の充実・強化

羽田など国際空港と接続するシャトルバスターミナル機能を導入
日本の情報発信機能である、渋谷らしいコンテンツ産業の集積・育成
ガイドラインをはじめとするまちの情報システムや、海外からの観光客も受け入れる多言語対
応の観光案内所、生活支援等の機能を積極的に導入



３ 整備内容
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将 来（整備イメージ）

- -

地上階 デッキ階

※ 歩行者ネットワークの配置・規模・接続等については、協議・調整中

銀座
線(3

F)

Ｎ

銀座
線(3

F)
交通
広場

バス
・タ
クシ
ー

国道
２４
６号

道玄
坂

宮益坂

明
治
通
り

渋
谷
川

山
手
線
(2
F
)

埼
京
線
(2
F
)

国道２４６
号

渋谷
ヒカ
リエ

交通広場
バス

渋谷駅桜丘口地区

渋谷駅南街区

道玄坂一丁目
駅前地区

井の
頭線
(2F
)

東 口

交通広場
バス

西口

ハチ公広場

渋谷
駅街
区

都市計画決定時(平成21年6月)

※１ 低いレベルでの国道２４６号歩行者の横断については、協議・調整中

鉄道改札口

アーバン・コア

民有地を活用した交通広場

（低層部を公共的空間として計画的に担保した広場空間）

歩行者動線（地上）

西口

東口

ハチ公広場

Ｎ

井の
頭線
(2F
)

ｺﾝｺ
ｰｽ

(３F
)

国道
２４
６号

道玄
坂

宮益坂

明
治
通
り

渋
谷
川

銀座
線(3

F)

西口国道ﾃﾞｯｷ（２F）

東口国道ﾃﾞｯｷ（２F）

東口
ｽｶｲｳ
ｪｲ（
4F）

西口ｽｶｲｳ
ｪｲ（4F）

ﾏｰｸｼﾃｨ
ﾃﾞｯｷ（

2F） 明治
通り
跨道
橋

（２
F）

渋谷
ヒカ
リエ

渋谷駅桜丘口地区

渋谷駅南街区

道玄坂一丁目
駅前地区

鉄道改札口

アーバン・コア

歩行者動線(２Ｆデッキ)

歩行者動線(３Ｆデッキ)

歩行者動線(４Ｆスカイウェイ)

デッキ広場（４Ｆ）

※１

渋谷
駅街
区

稲
荷
橋

金
王
橋

八
幡
橋

稲
荷
橋

金
王
橋

八
幡
橋

※ 歩行者ネットワークの配置・規模・接続等については、協議・調整中 西口

東口

ハチ公広場

西口ｽｶｲｳｪｲ
（４F）

デッキ
広場

(４F
)

渋谷
駅街
区

東口
ｽｶｲｳ
ｪｲ

（4
F）

４階イメージ

＜凡例＞＜凡例＞



道玄坂一丁目駅前地区

渋谷駅桜丘口地区

渋谷駅南街区

田園都市線 半蔵門線

副
都
心
線
東
横
線渋谷地下

街

渋谷
駅街
区

Ｎ

鉄道改札口

アーバン・コア

歩行者動線（地下）

東口国道
地下広場

西口国道
地下広場

交通広
場

交通広場
ﾀｸｼｰ（Ｂ1Ｆ）

雨水
貯留
施設

（Ｂ
３Ｆ
） 渋谷

ヒカ
リエ

渋谷駅桜丘口地区

渋谷駅南街区

道玄坂一丁目
駅前地区

公共駐車場等
（Ｂ２Ｆ）

駐輪施設（東横線上部利用）

３ 整備内容
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将 来（整備イメージ）

地 下階

※１ 国道東西地下通路については、協議・調整中

１ 概要３ 事業の進め方

経緯と今後のスケジュール

平成１４年度 渋谷駅周辺整備ガイドプラン２１（渋谷区）

平成１７年度 都市再生緊急整備地域の指定（都市再生本部）

渋谷駅中心地区基盤整備に着手（渋谷駅街区土地区画整理事業）

平成１９年度 渋谷駅中心地区まちづくりガイドライン２００７（渋谷区）

平成２０年度

渋谷駅街区基盤整備方針の策定

都市計画決定（交通広場・道路、鉄道、河川、区画整理等）

東京メトロ副都心線の開業

事業化に
向けた

検討、調整

東急東横線の地下化・相互直通運転化

平成２４年度

渋谷駅中心地区基盤整備・開発街区の建設工事等の本格化

渋谷駅中心地区基盤整備方針の策定

都市計画決定・変更予定（地区計画、交通広場・道路等）

平成２３年度

平成２１年度

平成２２年度

渋谷駅中心地区まちづくり指針２０１０（渋谷区）

事業スケジュール（イメージ）

鉄
道
施
設

主
な
都
市
基
盤
施
設

開
発
街
区

東横線の地下化

まちびらき① まちびらき② まちびらき③ まちびらき④

雨水貯留施設・渋谷川の整備

銀座線ホームの島式化

渋谷ヒカリエ

山手線・埼京線ホームの並列化

年 次

※本スケジュールは現段階の想定であり、今後の関係者間協議等により変更となる可能性がある。

※まちづくりのステップに応じて、まちの成長を発信する節目づくり（まちびらきの仕掛け等）を行う。

- ２０ -

４ 事業の進め方

西口交通広場の整備

補助１８号の整備

東口交通広場の整備

渋谷駅街区

国道２４６号の拡幅

Ｈ２３～２５ Ｈ２６～３０ Ｈ３６～４０Ｈ３１～３５
※１

東口国道地下広場･デッキ、西口国道地下広場・デッキの整備

※ 歩行者ネットワークの配置・規模・接続等については、協議・調整中

【駐車場ネットワークのイメージ】

IN OUT

明治通り跨道橋の整備 歩行者デッキ（ｽｶｲｳｪｲ、国道２４６号南側・西口広場上空等）の整備
＜凡例＞



渋谷駅中心地区まちづくり調整会議 構成員

政策研究大学院大学特別教授 森地 茂 【座長】
日本大学教授 岸井 隆幸 【副座長】
建築家・東京大学名誉教授 内藤 廣 【副座長】

国土交通省 都市局、水管理･国土保全局、道路局、鉄道局、関東地方整備局、東京国道事務所
東京都 都市整備局、建設局、下水道局
渋谷区 都市整備部、土木清掃部
事業者等 東日本旅客鉄道㈱、東京地下鉄㈱、東京急行電鉄㈱、京王電鉄㈱

渋谷駅桜丘口地区再開発準備組合、
道玄坂一丁目駅前地区市街地再開発準備組合、東急不動産㈱、
都市再生機構

１ 概要３ 事業の進め方

渋谷駅中心地区まちづくり調整部会 構成員

日本大学教授 岸井 隆幸 【座長】
建築家・東京大学名誉教授 内藤 廣 【副座長】

国土交通省 都市局、東京国道事務所
東京都 都市整備局、建設局、下水道局
渋谷区 都市整備部、土木清掃部
事業者等 東日本旅客鉄道㈱、東京地下鉄㈱、東京急行電鉄㈱、京王電鉄㈱

渋谷駅桜丘口地区再開発準備組合、
道玄坂一丁目駅前地区市街地再開発準備組合、東急不動産㈱、
都市再生機構

渋谷駅中心地区まちづくりデザイン会議 構成員

建築家・東京大学名誉教授 内藤 廣 【座長】
日本大学教授 岸井 隆幸 【副座長】

学識委員
地元代表委員
行政委員

※現在予定されている対象事業（開発街区）

渋谷駅街区・道玄坂一丁目駅前地区・渋谷駅南街区・渋谷駅桜丘口地区

渋谷駅中心地区基盤整備方針

平成23年10月

渋谷区 都市整備部 渋谷駅周辺整備課

〒150-8010 東京都渋谷区宇田川町1番1号

電話 03-3463-2943（ダイヤルイン）

- ２１ -

参 考



渋谷区 都市整備部 渋谷駅周辺整備課
〒150-8010 東京都渋谷区宇田川町1番1号
TEL：03-3463-2943（ダイヤルイン）
FAX：03-5458-4918

お問い合わせ先



H23.10.21 第 34 回渋谷駅周辺地域の整備に関する調整協議会 

 

 

 

１．渋谷駅中心地区デザイン会議の開催経過 

・平成 23 年 9 月 27 日   渋谷駅桜丘口地区（1 回目）…景観コンセプト等 

 

 

２．今後の予定 

本年度末までに予定されているデザイン会議の開催日程及び予定議事 

・平成 23 年 11 月 4 日……渋谷駅桜丘口地区（2 回目） 

・平成 23 年 12 月 7 日……渋谷駅桜丘口地区（3 回目） 

・平成 24 年 2 月 1 日……渋谷駅桜丘口地区（4 回目） 

・平成 24 年 2 月 29 日……未定 

・平成 24 年 3 月 15 日……未定 

 

 

３．その他報告事項 

デザインアドバイザー意見交換会の実施 

デザイン会議とは別に、H23.9.27 に各街区のデザインアドバイザーに集まっていただき、

今後の渋谷駅中心地区のまちづくりについてデザイン会議委員との意見交換を実施した。 

デザインアドバイザーからは自由にそれぞれの思いを述べていただき、地元代表委員を

はじめとしたデザイン会議委員との闊達な意見交換が行われ、それぞれのデザインに関

する認識を共有した。 

  

資料３ 

渋谷駅中心地区デザイン会議の実施状況について 

H23.9.27デザインアドバイザー意見交換会の様子



H23.10.21 第 34 回渋谷駅周辺地域の整備に関する調整協議会 

 

特定都市再生緊急整備地域の指定の申入れについて 

 
本日、東京の更なる国際競争力の強化を図るため、都市再生特別措置法（本年４月改正､７月施

行）により新たに規定された「特定都市再生緊急整備地域」【別紙１】及び「地域整備方針」【別

紙２】の東京都案を、総合特区申請と同時に国に申し入れました。 
 
 
１ 特定都市再生緊急整備地域の指定を申し入れた地域 

 
現行の都市再生緊急整備地域のうち、引き続き都市開発プロジェクトが見込まれる地域に、「品

川駅・田町駅周辺地域」を加えた４地域（約 2,530 ﾍｸﾀｰﾙ）（※１） 
・「東京都心・臨海地域（※２）」（約 1990 ﾍｸﾀｰﾙ）（一部追加の指定（※３）） 
・「新宿駅周辺地域」（約 220 ﾍｸﾀｰﾙ）  
・「渋谷駅周辺地域」（約 140 ﾍｸﾀｰﾙ） 
・「品川駅・田町駅周辺地域」（約 180 ﾍｸﾀｰﾙ）（全域が新規の指定） 
 
※１ 地域の名称は申入れ時の仮称のため、変更になることがある。  
※２ これまでの都市再生緊急整備地域のうち、「東京駅・有楽町駅周辺地域」・「環状二号線新橋

周辺・赤坂・六本木地域」・「東京臨海地域」は「東京都心・臨海地域」として統合する。  
※３ 今回の申入れにあわせて、日比谷周辺と浜松町駅周辺を追加する。  
 
 
２ 新たに加える地域等における整備の方針 

 

(1)品川駅・田町駅周辺地域 

・羽田空港にも近くリニア中央新幹線始発駅が予定される、東京の新たな玄関口として、国際競

争力を強化するまちづくりを推進 
・大規模な低未利用地を活用した、優良な民間開発と基盤施設の一体的な整備 
・下水熱等の未利用エネルギーの活用による熱供給システムの導入 
 

(2)日比谷周辺 

・多様な機能が複合した賑わいと回遊性のある拠点の形成 
 

(3)浜松町駅周辺 

・都市再生ステップアップ・プロジェクト（竹芝地区）等により、国際競争力の高いビジネス拠

点の形成やエリアマネジメント等の推進  
 

 

資料４ 

東京都都市整備局ホームページより

http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/topics/h23/topi043.html





地
域
名
称

整
備
の
目
標

増
進
す
べ
き
都
市
機
能

公
共
施
設
そ
の
他
の
公
益
施
設
の
整
備

市
街
地
の
整
備
推
進
に
関
し

必
要
な
事
項

〔
共
通
〕

・
本
社
機
能
の
高
度
な
集
積
や
国
内
外
へ
の
ア
ク
セ
ス

な
ど
を
活
か
し
、
国
際
競
争
力
向
上
に
資
す
る
先
進
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
機
能
の
導
入
促
進
と
外
国
人
が
住
み

や
す
い
居
住
環
境
の
充
実

〔
大
手
町
、
丸
の
内
、
有
楽
町
〕

・
高
次
の
業
務
機
能
と
高
度
な
支
援
機
能
を
備
え
た
金

融
を
は
じ
め
と
し
た
国
際
的
な
中
枢
業
務
・
交
流
拠
点

を
形
成

・
高
次
の
業
務
機
能
、
商
業
・
文
化
機
能
等
の
導
入

・
国
際
化
に
対
応
し
た
、
教
育
、
医
療
、
情
報
提
供
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
滞
在
型
宿
泊
機
能
等
を
誘
導

・
東
京
駅
舎
を
保
存
・
復
元
、
駅
前
広
場
や
街
路
等
の

整
備
に
よ
り
、
東
京
の
顔
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
の
確
保

と
、
交
通
利
便
性
を
向
上

・
丸
の
内
の
仲
通
り
に
面
し
た
地
域
な
ど
に
お
い
て
、

風
格
あ
る
街
並
み
の
形
成
に
資
す
る
都
市
開
発
事
業
を

促
進

・
地
域
主
体
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
等
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
の
推
進

〔
日
本
橋
、
八
重
洲
、
銀
座
〕

・
国
際
的
な
業
務
・
商
業
・
金
融
機
能
や
生
活
支
援
機

能
の
修
集
積
に
加
え
、
賑
わ
い
あ
ふ
れ
た
商
業
・
観
光

拠
点
を
形
成

・
業
務
・
金
融
・
商
業
機
能
等
の
高
度
化
と
、
こ
れ
ら

を
支
え
る
多
様
な
機
能
の
導
入
と
居
住
機
能
の
回
復

・
国
際
化
に
対
応
し
た
、
教
育
・
医
療
・
情
報
提
供
機

能
を
誘
導

・
八
重
洲
側
駅
前
広
場
の
再
整
備
や
地
上
・
地
下
の
歩

行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化

・
東
京
駅
前
地
域
の
再
開
発
と
連
携
し
た
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
整
備

・
銀
座
の
中
央
通
り
等
に
お
い
て
は
、
歩
行
者
空
間
の

充
実
と
、
魅
力
あ
る
商
業
空
間
の
形
成
を
図
る
都
市
開

発
事
業
を
促
進

・
日
本
橋
川
の
沿
川
に
お
い
て
は
、
水
辺
環
境
を
生
か

し
た
都
市
開
発
事
業
を
促
進

〔
日
比
谷
〕

・
日
比
谷
公
園
の
環
境
を
活
か
し
、
多
様
な
機
能
が
複

合
し
た
賑
わ
い
と
回
遊
性
の
あ
る
都
心
拠
点
を
形
成

・
歴
史
と
集
積
を
活
か
し
た
文
化
・
交
流
機
能
の
強
化

・
中
枢
業
務
機
能
、
国
際
金
融
機
能
、
国
際
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
機
能
な
ど
の
更
新
・
強
化

・
回
遊
性
の
向
上
を
図
る
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
や
地
域
の
顔
と
な
る
魅
力
的
な
公
園
、
Ｊ
Ｒ
や
地
下

鉄
駅
と
隣
接
し
た
広
場
空
間
の
整
備
を
検
討

・
日
比
谷
公
園
や
周
辺
エ
リ
ア
と
の
回
遊
性
の
向
上
、

緑
豊
か
な
広
場
等
の
整
備
、
多
様
な
機
能
の
導
入
等
に

よ
る
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
に
資
す
る
都
市
開
発

事
業
を
促
進

〔
環
状
二
号
線
新
橋
周
辺
・
赤
坂
・
六
本
木
〕

・
国
際
金
融
・
業
務
・
商
業
・
文
化
・
交
流
機
能
な
ど

多
様
な
機
能
を
備
え
た
に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ
れ
た
国
際
性

豊
か
な
交
流
ゾ
ー
ン
を
形
成

・
浜
松
町
駅
よ
り
海
側
の
地
域
に
お
い
て
、
文
化
財
庭

園
や
海
を
背
景
に
、
国
際
競
争
力
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
拠

点
を
形
成

・
良
好
な
居
住
機
能
や
、
業
務
・
商
業
・
文
化
・
交

流
・
宿
泊
等
の
多
様
な
機
能
の
誘
導
及
び
業
務
支
援
機

能
の
強
化

・
浜
松
町
駅
周
辺
開
発
に
あ
わ
せ
た
交
通
結
節
機
能
の

強
化

・
環
状
二
号
線
周
辺
に
お
け
る
道
路
と
沿
道
が
一
体
と

な
っ
た
風
の
道
の
確
保

・
地
上
・
地
下
の
歩
行
者
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
充
実
・
強
化

・
環
状
二
号
線
周
辺
の
土
地
利
用
の
更
新
に
あ
わ
せ
、

細
分
化
し
た
街
区
の
再
編
を
誘
導

・
浜
松
町
駅
周
辺
に
お
い
て
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

等
の
推
進

〔
晴
海
、
豊
洲
、
有
明
北
、
有
明
南
、
台
場
、
青
海
、

東
雲
〕

・
職
・
住
・
学
・
遊
の
多
様
な
魅
力
を
備
え
た
国
際
的

な
情
報
発
信
拠
点
や
、
都
市
観
光
に
資
す
る
魅
力
的
な

複
合
市
街
地
を
形
成

・
職
・
住
・
学
・
遊
の
多
様
な
機
能
の
複
合
市
街
地
の

形
成

・
新
し
い
産
業
の
育
成
な
ど
先
導
的
な
機
能
を
導
入

・
東
京
都
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能
等
の
強
化
な
ど
広

域
的
な
交
通
利
便
性
を
向
上
す
る
た
め
の
幹
線
道
路
や

公
共
交
通
を
整
備

・
需
要
に
応
じ
た
交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

・
地
域
の
市
街
地
像
を
共
有
化
し
、
一
体
的
か
つ
総
合

的
に
都
市
開
発
事
業
を
促
進

・
豊
洲
埠
頭
地
区
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利

用
の
推
進
な
ど
、
最
先
端
技
術
の
導
入
に
よ
る
低
炭
素

社
会
を
誘
導

［
佃
、
月
島
、
勝
ど
き
、
豊
海
、
湊
、
入
船
、
新
富
、

明
石
町
、
築
地
］

・
都
心
を
支
え
る
居
住
機
能
を
強
化
し
た
魅
力
的
な
複

合
市
街
地
を
形
成

・
良
好
な
居
住
機
能
を
強
化
し
つ
つ
、
業
務
・
商
業
・

文
化
・
交
流
機
能
の
導
入
に
よ
る
複
合
市
街
地
を
形
成
・
広
域
的
な
交
通
利
便
性
を
向
上
す
る
た
め
の
幹
線
道

路
や
公
共
交
通
を
整
備

・
需
要
に
応
じ
た
交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

・
密
集
市
街
地
に
お
い
て
は
、
従
前
居
住
者
の
居
住
の

確
保
や
周
辺
市
街
地
の
都
市
環
境
と
の
調
和
な
ど
に
十

分
配
慮
す
る
都
市
開
発
事
業
を
促
進

地
域
整
備
方
針
の
概
要
（
案
）

東
京
都

心
・
臨
海

地
域

別
紙
２

1



地
域
名
称

整
備
の
目
標

増
進
す
べ
き
都
市
機
能

公
共
施
設
そ
の
他
の
公
益
施
設
の
整
備

市
街
地
の
整
備
推
進
に
関
し

必
要
な
事
項

新
宿
駅

周
辺
地
域

・
日
本
一
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
有
し
、
新
宿
副
都
心
と
し

て
発
展
し
て
き
た
業
務
・
商
業
機
能
を
生
か
し
、
住

宅
、
商
業
、
文
化
等
の
集
積
に
よ
る
多
様
な
魅
力
を
備

え
た
、
国
際
的
な
中
枢
業
務
機
能
を
担
う
拠
点
を
形
成

・
新
宿
駅
の
駅
前
広
場
周
辺
に
お
い
て
は
、
商
業
・
業

務
機
能
を
充
実
・
強
化

・
幹
線
道
路
の
整
備
に
併
せ
た
、
業
務
・
商
業
・
文

化
・
交
流
・
居
住
機
能
等
の
複
合
市
街
地
の
形
成

・
駅
周
辺
の
連
続
性
や
回
遊
性
を
高
め
る
た
め
、
東
西

自
由
通
路
の
整
備
な
ど
立
体
的
な
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
充
実
・
強
化

・
駅
東
側
の
地
下
通
路
な
ど
で
の
災
害
時
の
安
全
な
空

間
の
確
保
を
誘
導

・
新
宿
駅
の
駅
前
広
場
周
辺
で
は
、
地
域
の
顔
と
な
る

魅
力
的
な
景
観
形
成
に
配
慮
し
た
都
市
開
発
事
業
を
促

進 ・
密
集
市
街
地
に
お
い
て
は
、
従
前
居
住
者
の
居
住
や

周
辺
環
境
と
の
調
和
な
ど
に
配
慮
し
た
都
市
開
発
事
業

を
促
進

渋
谷
駅

周
辺
地
域

・
渋
谷
駅
の
機
能
更
新
と
周
辺
都
市
基
盤
の
再
編
を
契

機
に
、
魅
力
あ
る
商
業
、
業
務
、
文
化
・
交
流
機
能
の

充
実
な
ど
に
よ
り
、
次
世
代
に
よ
る
先
進
的
な
生
活
文

化
等
の
世
界
に
開
か
れ
た
情
報
発
信
拠
点
を
形
成

・
国
際
的
な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
等
の

先
進
的
な
業
務
機
能
、
産
業
育
成
機
能
、
賑
わ
い
を
強

化
す
る
商
業
機
能
等
を
積
極
的
に
充
実
・
強
化

・
東
西
駅
前
広
場
を
再
編
・
拡
充
し
、
駐
車
・
駐
輪
施

設
や
、
駐
車
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
整
備

・
都
市
開
発
事
業
と
あ
わ
せ
て
、
駅
と
周
辺
地
域
を
つ

な
ぐ
地
下
広
場
、
地
下
通
路
、
デ
ッ
キ
の
整
備

・
駅
中
心
地
区
に
お
い
て
公
共
施
設
と
建
築
物
と
の
一

体
的
な
整
備
等
に
よ
り
、
多
様
な
機
能
の
集
積
を
図
る

都
市
開
発
事
業
を
促
進

・
公
民
連
携
に
よ
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み

や
、
ま
ち
の
持
続
的
・
広
域
的
な
成
長
を
発
信
す
る
取

組
み
の
検
討

品
川
駅
・
田
町
駅

周
辺
地
域

・
羽
田
空
港
の
国
際
化
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備

を
契
機
に
、
広
域
交
通
の
拠
点
性
を
強
化
し
た
交
通
結

節
点
を
形
成

・
魅
力
あ
る
業
務
、
商
業
、
研
究
、
居
住
な
ど
の
多
様

な
機
能
が
集
積
す
る
新
拠
点
を
形
成

・
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
能
の
導
入
を
推
進

・
国
際
化
に
対
応
し
た
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
文
化
・

交
流
・
宿
泊
機
能
等
の
誘
導

・
運
河
、
自
然
や
歴
史
、
国
際
拠
点
な
ど
の
特
徴
を
活

か
し
た
居
住
環
境
の
誘
導

・
業
務
、
商
業
、
住
居
、
教
育
、
産
業
支
援
、
文
化
、

交
流
な
ど
の
多
様
な
機
能
を
誘
導

・
鉄
道
で
分
断
さ
れ
た
地
域
の
一
体
化
を
目
指
し
た
東

西
連
絡
性
の
強
化
・
改
善

・
一
時
的
な
避
難
場
所
と
も
な
る
駅
施
設
や
駅
前
広

場
、
歩
行
者
デ
ッ
キ
等
の
大
規
模
改
良

・
東
西
自
由
通
路
及
び
駅
前
広
場
の
整
備

・
建
物
等
の
高
さ
の
制
限
や
配
置
等
の
工
夫
な
ど
に
よ

る
風
の
道
の
確
保
を
誘
導

・
建
物
等
の
高
断
熱
化
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
地
球

温
暖
化
対
策
を
誘
導

４
地
域

共
通
事
項

・
震
災
等
に
お
け
る
都
市
防
災
機
能
の
強
化

・
都
市
開
発
事
業
に
お
け
る
建
物
等
の
高
断
熱
化
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
地
球
温
暖
化
対
策
を
誘
導

・
都
市
開
発
事
業
に
お
い
て
、
自
立
・
分
散
型
か
つ
効

率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
誘
導

・
都
市
開
発
事
業
に
お
い
て
、
備
蓄
倉
庫
の
設
置
や
一

時
滞
留
可
能
な
空
間
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
帰
宅

困
難
者
対
策
を
誘
導
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